A Historical Study on The Speech Contests held by the members of One  Young people's association in the prewar period (1928-1937)  : Focusing  on the case of "Shionegawa Kojo-kai" in a Small Community in Yamagata  Prefecture by 日置, 麗香
戦前期、山村部落青年団の弁論会、その史的考察
山形県「塩根川向上会」を事例として





































































二、貯蓄係 壱名 欄外 昭和七年四月八日増補
一、文芸部 一、弁論部長 壱名
二、図書部長 壱名 図書係 弐名 欄外 昭和十年四月廿二日増補
一、運動部 一、競技部長 壱名（抹消）
一、剣道部長 壱名（抹消） 欄外 昭和十一年四月廿六日改正
一、部長 壱名
一、幹事 部落幹事 数名（抹消）若干名 欄外 昭和七年四月八日改正










































































昭和3年度 昭和4年度 昭和5年度 昭和6年度 昭和7年度
向上会 3回 3回 3回 5回 5回
及位村 2回 2回 1回 1回 なし
郡連合 2回 なし 2回 1回 なし
昭和8年度 昭和9年度 昭和10年度 昭和11年度
向上会 3回 3回 4回 1回
及位村 なし 1回 1回 2回



























































































向上会 及位村 最上郡 上位入賞
数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
Ａ 107 46.9% 52 41.9% 37 36.0% 28 43.1%
Ｂ 121 53.1% 72 58.0% 66 64.1% 37 57.0%
イ 189 82.9% 104 83.8% 54 52.5% 35 53.9%





















向上会 及位村 最上郡 上位入賞
① Ａ-イ 104 45.6% 50 40.3% 36 35.0% 23 35.4%
② Ａ-ロ 3 1.3% 2 1.6% 1 1.0% 5 7.7%
③ Ｂ-イ 85 37.3% 54 43.5% 18 17.5% 12 18.5%
④ Ｂ-ロ 36 15.8% 18 14.5% 48 46.6% 25 38.5%



























































































表４-１ 昭和10年３月21日 及位村青年団主催 論題
分団 順位 分類 論題
一 １等 Ａ-イ ① 体験に立脚して唯実行を叫ぶ
三 ２等 Ｂ-イ ③ 更生は一致協力より
八 ３等 Ｂ-イ ③ 自力更生と農道の眞髄◇
三 ４等 Ｂ-イ ③ 及位更生への活路を求めて
六 ５等 Ｂ-イ ③ 郷土の繁栄は愛郷心の涵養から
一 ６等 Ｂ-イ ③ 農村図書館論
一 ７等 Ａ-イ ① 裸一貫
八 ８等 Ｂ-ロ ④ 此の際に於ける農村更生は精神
更生から
一 ９等 Ａ-イ ① 穴堀り体験














No 史料名称 発行年 最終年 頁数 備考
1 礎 不明 4信條、向上之礎、向上会歌
2 會員名簿 昭和2年 昭和6年 34表紙に青年会塩根川支部。1頁に付き2
名記載
3 會員名簿 不明 昭和23年 81大正6年入会者から、1頁に付き2名記
載、女子部名簿あり
4 會員名簿 昭和27年度 昭和33年度 32昭和33年度入会者まで、1頁に付き4名
記載
5 役員名簿 塩根川向上會 昭和3年 昭和32年 56
6 備品台帳 昭和4年開始 昭和13年 26最終項に「拓植部」ゴム印購入の記録
7 資料名なし 大正12年度 昭和2年度 56請求書及領収証
8 支拂証憑書 第壹号 昭和3年度 昭和5年度 107請求書及領収証
9 支拂証憑書 第 号 昭和6年度 昭和12年度 266請求書及領収証
10正当証書 昭和13年度 昭和19年度 59請求書及領収証
11会計簿 第壹号 昭和3年度 昭和7年度 68収支決算書
12会計簿 第二号 昭和8年度 昭和12年度 80収支決算書
13会誌 塩根川向上会 昭和13年 昭和24年 74常会・総会報告書、活動日誌
14部誌 塩根川向上會弁論部 昭和3年 昭和11年 86弁論部活動記録・論題
15関係書（及位青年団関係） 昭和3年 昭和13年 100昭和八年「郷土更生ニ関スル青年協議
会決議」、山形縣 合青年團「本 團
運動会規約」
16文書往復綴 大正13年起 大正13年 大正2年度 73
17文書往復綴 昭和3年度 昭和3年 29以下書簡集
18文書往復綴 昭和4年度 昭和4年 23
19文書往復綴 昭和5年度 昭和5年 17
20文書往復綴 昭和6年度 昭和6年 23
21文書往復綴 昭和7年度 昭和7年 40
22文書往復綴 昭和8年度 昭和8年 22
23文書往復綴 昭和9年度 昭和9年 20
24文書往復綴 昭和10年度 昭和10年 21昭和10年度塩根川共同作業組合文書往
復綴込み
25文書往復綴 昭和11年度 昭和11年 35昭和15年1月付け「山形県青年製炭報
国隊実施要項(抜)」含む
26文書往復綴 昭和12年度 7
27文書往復綴 自昭和10年度 昭和10年 5塩根川共同作業組合 契約書・規約綴
28御大礼記念 貯蓄台帳 第壱号 昭和3年11月 昭和8年5月 50縄綯による貯蓄
29御大礼記念 貯蓄台帳 昭和3年11月 昭和8年度 60
30御大礼記念 貯蓄台帳 昭和8年度 昭和8年度 昭和14年度 57
31向上 読者名簿 塩根川向上會 記載なし 23第壹号～第拾号
32図書名簿 向上會文庫 第壹号 昭和3年7月 17蔵書一覧 1～103
33図書名簿 向上會文庫 第ニ号 昭和9年度 昭和25年 50蔵書一覧 104～231最終記録の後にも
多数の購入(又は)寄贈の跡あり
34図書借用名簿 塩根川向上會 昭和3年7月 昭和8年 37向上會文庫貸出・返却名簿
35図書名簿 44塩根川公民館
36図書名簿 32塩根川公民館
37若妻学級出席承諾書 昭和32年 昭和32年 世帯主の承諾






Ａ-自律的論題 Ｂ-ステロタイプ・説諭的論題 イ-自己(仕事)・家族・郷土 ロ-社会・国家・世界
No 佐藤孝治 S3 孝六 S3
Ａ-イ ① 茗荷汁の味 Ａ-イ ① 勤倹力行を勤む
Ａ-イ ① 農人の誇り Ｂ-イ ③ 農村振興の為に
Ａ-イ ① 土百姓の誇り Ａ-イ ① 吾人の生命は活動にあり
Ｂ-ロ ④ 皇天の惠に感謝せよ Ａ-イ ① 吾人の生命は活動にあり
Ｂ-ロ ④ 全力を盡して進め Ａ-イ ① 自己を確信せよ
Ａ-ロ ④ 唯一人行く旅び Ａ-イ ① 時鳥の叫び
Ａ-ロ ④ 唯一人行く旅び Ａ-イ ① 行ふべきか論ずべきか
Ａ-イ ① 向上の礎 Ｂ-イ ③ 神聖ナル労働
Ａ-イ ① 野人何を語 Ｂ-イ ③ 神聖ナル労働
Ａ-イ ① 酔漢ヨロメイテ犬の糞を踏む Ａ-イ ① 労働
Ａ-イ ① 愚人の雄叫び Ｂ-イ ③ 働きの歎びに徹せよ
Ａ-イ ① 真善美を求めて Ｂ-イ ③ 働きの歎びに徹せよ
Ａ-イ ① 真善美を求めて Ｂ-イ ③ 働きの歎びに徹せよ
Ａ-イ ① 真善美を求めて Ａ-イ ① 昔ノ青年ト今ノ青年
Ａ-イ ① 田園魂 Ａ-イ ① 農民の覚悟
Ａ-イ ① 真善美を求めて Ｂ-ロ ④ 愛国心の徹底
Ａ-イ ① 雑感 Ｂ-ロ ④ 愛国心の徹底
Ａ-イ ① 古キ信念に立脚して Ｂ-ロ ④ 愛国心の徹底
Ａ-イ ① 古キ信念に立脚して Ａ-イ ① 農奴の雄叫び
Ａ-イ ① 古キ信念に立脚して Ａ-イ ① 農奴の雄叫び
Ａ-イ ① 古キ信念に立脚して Ａ-イ ① 農奴の雄叫び
Ａ-イ ① 古キ信念に立脚して Ｂ-イ ③ 農民の使命を知れ
Ａ-イ ① 所感 Ｂ-イ ③ 農民の使命を知れ
田 S3 Ｂ-イ ③ 農民よ悟れ
Ｂ-ロ ④ 国家と農村 Ｂ-イ ③ 青年の生命は活動に在り
Ａ-イ ① 努力 篤 S3
Ａ-イ ① 人生の真価 Ａ-イ ① 病中所感
Ｂ-イ ③ 青年の使命 Ａ-イ ① 青面金剛の精神
Ｂ-イ ③ 護国の精神を喚起せよ Ａ-ロ ② 眼鏡より見た日本
Ａ-イ ① 偉人の足跡を尋ねて Ｂ-イ ③ 起て諸君昭和の心臓は震えて居る
Ａ-イ ① 偉人の足跡を尋ねて Ｂ-ロ ④ 建国の精神に帰れ
Ａ-イ ① 宜しく一致団結せよ Ａ-イ ① 所感
Ａ-イ ① 勤勉 Ａ-イ ① 所感
Ａ-イ ① 勤勉 Ａ-イ ① 所感
Ａ-イ ① 難局ノ打開 Ａ-イ ① 今感ジタ事
Ａ-イ ① 鍬のひらめき Ａ-イ ① 眼前ニ横タハレル事柄ニツイテ
Ａ-イ ① 鍬のひらめき Ａ-イ ① 時々雑感
Ａ-イ ① 鍬のひらめき Ａ-イ ① 感想
Ａ-イ ① 鍬のひらめき Ａ-イ ① 雑感
Ａ-イ ① 真剣 Ａ-イ ① 吾等の郷土を守るもの
Ａ-イ ① 働く者は幸福なり Ａ-イ ① 雑感
Ｂ-イ ③ 農本来の使命に目覚めよ 栄之助 S3
Ｂ-イ ③ 節約の眞意義 Ｂ-イ ③ 個人の責任
Ｂ-イ ③ 魂の故郷に還れ 政元 S4
Ａ-イ ① 百姓の真骨頂 Ｂ-ロ ④ 一粒の種子
Ａ-イ ① 熟考然して断行せよ 慶太郎 S5
Ｂ-イ ③ 働く者は幸福なり Ｂ-ロ ④ 国家の中心なる青年諸君
Ａ-イ ① 所感 Ｂ-ロ ④ 平等論
Ｂ-イ ③ 天は自ら助くる者を助く Ａ-イ ① 青年の思想果して悪化せりや




勇 S3 幸益 S3
Ｂ-イ ③ 人間の幸福は己が心より Ｂ-イ ③ 希望と努力
Ａ-イ ① 昭和青年の意気 Ａ-イ ① 勝負の分岐点
Ｂ-イ ③ 人間の幸福は己が心より Ａ-イ ① 勝負の分岐点
Ｂ-イ ③ 青年の意気 Ａ-イ ① 所感
Ｂ-イ ③ 青年訓練 Ｂ-イ ③ 吾々は何んの為に働くか
Ｂ-イ ③ 青年訓練 Ｂ-イ ③ 農村及ビ農民ノ救ヒ
Ａ-イ ① 所感 Ｂ-イ ③ 昭和農民ヲ顧みて
Ｂ-イ ③ 覚よ農村青年 Ｂ-イ ③ 芸術の清純境
Ａ-イ ① 些細なる事に注意せよ Ｂ-イ ③ 逆境は幸福なり
今朝治 S3 Ａ-イ ① 所感
Ａ-イ ① 人生 Ｂ-ロ ④ 祖国の鶏鳴
Ａ-イ ① 所感 Ｂ-イ ③ 農村救済は自力更生より
Ａ-イ ① 剛健発らつの気風 Ｂ-イ ③ 農村救済は自力更生より
Ｂ-ロ ④ 忠 Ｂ-イ ③ 多収穫による農村更生の尖鋭
Ｂ-ロ ④ 忠 Ｂ-イ ③ 新日本農民の改造
末吉 S3 Ａ-イ ① 田舎の片隅より一農人の叫び
Ｂ-イ ③ 成功の機会はいつでもある Ａ-イ ① 雄弁は成功の武器なり
Ｂ-イ ③ 勇気 留次郎 S3
Ｂ-イ ③ 時代はいかなる人物を要求するか Ｂ-ロ ④ 志を立てよ
Ｂ-ロ ④ 来て共同戦線に立つ Ｂ-イ ③ 不幸な時でも落膽するな
Ｂ-イ ③ 青年の意気 与蔵 S4
善兵エ衛 S4 Ａ-イ ① 所感
Ｂ-イ ③ 勤勉は成功の母なり 軍治 S6
Ｂ-イ ③ 剛健ナル思想ヲ養ヘ Ｂ-イ ③ 立て若人
Ｂ-イ ③ 剛健ナル思想ヲ養ヘ Ｂ-イ ③ 立て若人
Ａ-イ ① 出鱈目を吐く Ａ-イ ① 唯斯く信ずるのみ
興蔵 S3 Ａ-イ ① 唯斯く信ずるのみ
Ｂ-ロ ④ 信義 Ｂ-ロ ④ 人の和を強調して
Ｂ-ロ ④ 禮儀 Ｂ-ロ ④ 人の和を強調して
茂松 S3 Ａ-イ ① 吾等の娯楽
Ｂ-ロ ④ 社会主義 Ａ-イ ① 吾等の娯楽
栄吉 S4 Ａ-イ ① 吾等の娯楽
Ａ-イ ① 所感 Ｂ-ロ ④ 国家の土台は農村にあり
Ｂ-イ ③ 努力せよ吾農村青年 Ｂ-ロ ④ 国家の土台は農村にあり
東吉 S6 Ａ-イ ① 眞の幸福
Ａ-イ ① 理想の人物 Ｂ-ロ ④ 国家の土台は農村にあり
金繁 S6 Ｂ-ロ ④ 国家の土台は農村にあり
Ｂ-イ ③ 生活の論理化 Ｂ-ロ ④ 此の際における農村更生は精神更生から
Ｂ-イ ③ 土に帰れ Ｂ-ロ ④ 国運の進展は青年の双肩にあり
Ｂ-イ ③ 土に帰れ Ｂ-イ ③ 純ナ農村魂二還レ
Ａ-イ ① 眞を求むる心 Ｂ-イ ③ 純なる農村魂に還れ
Ａ-イ ① 眞 Ｂ-イ ③ 勤倹貯蓄
Ｂ-イ ③ 他力の救済と自力更生 Ｂ-イ ③ 青年団の使命に目醒めよ
Ｂ-ロ ④ 国家の本質に目覚めよ Ｂ-イ ③ 純なる農村魂に還れ
Ｂ-ロ ④ 国家の本質に目覚めよ Ｂ-イ ③ 勤倹貯蓄
Ｂ-イ ③ 自力更生 正之 S9
Ａ-イ ① 桜 Ａ-イ ① 凶作に立つ吾等青年




正一 S10 信男 S8
Ｂ-イ ③ 帝国の若き農民として Ｂ-イ ③ 努力
Ｂ-イ ③ 農村更生と青年の覚悟 Ｂ-イ ③ 勤勉第一
Ｂ-イ ③ 農村更生と青年の覚悟 Ｂ-イ ③ 幸福
孝治郎 S11 Ｂ-イ ③ 仕事の熱愛心
Ａ-イ ① 行ふ哉か論ず哉か Ｂ-イ ③ 仕事に対する熱愛心
傳治 S10 Ｂ-イ ③ 仕事に対する熱愛心
Ａ-イ ① 努力 No 正作 S10
良作 S10 Ｂ-イ ③ 太陽を崇拝せよ
Ａ-イ ① 社会トシテノ私 Ａ-イ ① 大と小
Ａ-イ ① 社会人としての私 Ｂ-イ ③ 太陽を崇拝せよ
Ａ-イ ① 考えるより為せ Ａ-イ ① 大と小とについて
カツエ S10 No 盛益 S9
Ｂ-イ ③ 生活ノ合理化 Ｂ-ロ ④ 祖国意識の教化
Ｂ-ロ ④ 社会ノ合理化 Ｂ-イ ③ 青年の力
Ｂ-イ ③ 生活ノ合理化 Ｂ-イ ③ 青年の力
タツ S10 No 兼蔵 S10
Ｂ-ロ ④ 理想の社会人 Ａ-イ ① 心意気一ツ
Ｂ-ロ ④ 理想の社会人 Ａ-イ ① 心意気一ツ
トキヨ S10 Ｂ-イ ③ 青年に呼ぶ
Ａ-イ ① 幸福を捨てて不幸を求める人達 Ｂ-イ ③ 青年よ自覚せよ
Ａ-イ ① 幸福を捨てて不幸を求める人達 Ｂ-イ ③ 青年よ自覚せよ
松枝 S10 Ｂ-イ ③ 青年に呼ぶ
Ａ-イ ① 楽天生活 Ｂ-イ ③ 青年よ自覚せよ
Ａ-イ ① 楽天生活 Ｂ-イ ③ 青年よ自覚せよ
Ａ-イ ① 楽天生活 春五郎 S9
No サト S10 Ｂ-イ ③ 境遇の不遇に悲観するな
Ｂ-ロ ④ 弥太郎の母 No 勝一 S11
Ｂ-ロ ④ 岩崎弥太郎の母 Ｂ-イ ③ 農業は天の芸術なり
Ｂ-ロ ④ 岩崎弥太郎の母 宗太郎 S10
No タマヨ S10 Ａ-イ ① 田園生活
Ｂ-ロ ④ 一粒の種子 Ａ-イ ① 田園生活の本義
Ｂ-ロ ④ 一粒の種子 Ｂ-イ ③ 大和魂と青年






１等 (最上郡) ２等 (最上郡)
Ａ-イ ① 決心継続は成功の基 Ｂ-ロ ④ 皇天の惠に感謝せよ
Ｂ-ロ ④ 青年綱領 Ａ-ロ ② 唯一人行く旅び
Ａ-イ ① 偉大なる信念 Ｂ-イ ③ 健康なる青年
Ｂ-ロ ④ 理想の民衆となれ Ａ-イ ① 真善美を求めて
(及位村) Ａ-ロ ② 野人の責務
Ａ-ロ ② 唯一人行く旅び (及位村)
Ａ-イ ① 野人何を語 Ｂ-ロ ④ 青年綱領
Ａ-イ ① 真善美を求めて Ｂ-ロ ④ 農村青年の自覚に待つ
Ａ-イ ① 田舎の一隅から私は叫ぶ Ａ-イ ① 現代青年何をなすべきか
Ａ-イ ① 体験に立脚して唯実行を叫ぶ Ｂ-イ ③ 信念に生きよしかも着実なれ
Ａ-イ ① 裸一貫 Ｂ-ロ ④ 更生は一致協力より
(向上会) Ｂ-ロ ④ 大自然に抱かれて
Ａ-イ ① 田園生活の本義 (向上会)
Ａ-イ ① 幸福を捨てて不幸を求める人達 Ｂ-イ ③ 太陽を崇拝せよ
Ｂ-ロ ④ 社会の合理化
３等 (最上郡) ４等 (最上郡)
Ｂ-ロ ④ 須らく自己の尊さに覚えよ Ａ-イ ① 偉大なる或青年の力
Ｂ-ロ ④ 日本民族 Ｂ-ロ ④ 維新の志士の精神に立還れ
Ａ-ロ ② 青年とは何ぞや Ｂ-イ ③ 父祖の田園に奮闘せよ
Ａ-イ ① 山毛欅の森から Ｂ-ロ ④ 国民思想の鼓舞
Ａ-イ ① 理想と現実 (及位村)
Ｂ-ロ ④ 須らく自己の尊さに目覚めよ Ｂ-ロ ④ 郷土愛を絶叫す
Ｂ-イ ③ 真農民健設の第一歩 Ｂ-ロ ④ 精神上の独立
Ｂ-イ ③ 個性を発揮せよ Ａ-イ ① 青年とは何ぞや
(及位村) Ａ-イ ① 一滴の雫
Ｂ-ロ ④ 建国の精神に帰れ Ａ-ロ ② 現代青年の使命
Ｂ-ロ ④ 農村能率増進 Ｂ-ロ ④ 及位更生への活路を求めて
Ｂ-ロ ④ 青年よ志大なれ Ｂ-ロ ④ 青年団の使命に目醒めよ
Ａ-イ ① 古き信念に立脚して ５等 (最上郡)
Ａ-イ ① 農奴の雄叫び Ｂ-イ ③ 農村青年自重せよ
Ｂ-イ ③ 自力更生と農道の眞髄 Ｂ-イ ③ 人は一生責任を負ふ覚悟にて居よ
Ｂ-イ ③ 生産費の軽減に就いて Ｂ-ロ ④ 世界文化の母体たる印度文化は大和民
族の創造による(向上会)
Ａ-イ ① 社会人としての私 Ｂ-ロ ④ 現代青年何をなすべきか












(１) 熊谷辰治郎『大日本青年團史』昭和18年 日本青年館 附録 203-204頁。
(２) 塩根川向上会の記録は『塩根川向上会記録群』（『記録群』と略称）として纏め、必要に応じて
Noを付して提示される。







る。『及位村経済更生計画書』昭和10年 山形県最上郡及位村 16-17頁、真室川町 佐藤貢氏所
蔵（故人）。
(７)「青年団体ニ関スル件」大正４年９月15日、前掲 熊谷辰治郎 昭和18年 附録 200-201頁。
(８) 山形縣内務部学務兵事課『山形縣青年団指導綱要』大正６年10月 国立国会図書館。




(12) 前掲『塩根川向上会 記録群』No21「文書往復綴」No179 昭和７年８月10日付。
(13) 前掲『塩根川向上会 記録群』No21「文書往復綴」No180 昭和７年８月11日付。
(14) 前掲『塩根川向上会 記録群』No15「関係書」昭和10年２月（推定）付。
(15) 前掲『塩根川向上会 記録群』No15「関係書」昭和10年２月（推定）付。
(16) 前掲『塩根川向上会 記録群』No21「文書往復綴」No180 昭和７年８月11日付。
(17)「農山漁村経済更生運動」というのは年々１千程度の村を指定し、それに経営改善、生活の自
給化、貯蓄奨励、負債整理、産業組合の拡充などを中心にした更生計画を立案させ、それを政
府が援助するという政策である。これは、従来個別に行われてきた農村救済政策を「村づく
り」という形で総合的に展開し、その効果を挙げようという狙いをもっていた。同時に、共同
体的旧秩序を利用しつつ、精神運動によって農民に農本主義イデオロギーを吹きこんで勤倹貯
蓄に駆りたてようとする政策でもあった。
楫西光速・加藤俊彦・大島清・大内力『日本資本主義の没落Ⅲ』叢書日本における資本主義の
発達８ 1974東京大学出版会 819頁。
(ひおき れいか 文学研究科日本史学専攻博士後期課程)
(指導教員：原田 敬一 教授)
2013年９月30日受理
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戦前期、山村部落青年団の弁論会、その史的考察 （日置麗香)
